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内
閣
官
房
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

本
部
が
２
０
２
３
年
６
月
に

示
し
た
全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
工
程

表
で
は
、
２
０
２
４
年
度
中

に
電
子
処
方
箋
の
普
及
に
努

め
る
と
と
も
に
電
子
カ
ル
テ

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
を
構
築

し
、
共
有
す
る
情
報
を
拡
大

す
る
と
あ
る
。

　

厚
労
省
は
２
０
２
４
年
度

　

政
府
が
推
進
す
る
医
療
Ｄ

Ｘ
は
、
安
全
で
質
の
高
い
医

療
提
供
と
効
率
化
を
両
立
し

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
電
子
処
方
箋
や
電
子
カ

ル
テ
の
情
報
共
有
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
情
報
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
で
や
り
取
り
す

る
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
基
盤
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

▼
オ
ン
資
は
昨
年
４
月
か
ら

原
則
義
務
化
さ
れ
た
が
、
マ

イ
ナ
総
点
検
で
判
明
し
た
ト

ラ
ブ
ル
は
膨
大
な
件
数
に
上

り
、
行
政
の
ず
さ
ん
な
対
応

や
公
表
遅
れ
が
数
多
く
明
ら

か
に
な
っ
た
。
国
民
の
不
信

感
が
よ
り
強
ま
っ
て
お
り
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

低
下
し
続
け
て
５
％
未
満
で

あ
る
▼
政
府
は
、
予
定
通
り

今
年
12
月
に
現
行
の
健
康
保�

険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う
。短

期
間
で
廃
止
手
続
き
を
進
め

れ
ば
、
新
た
な
混
乱
が
起
き

る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
拡
大
を

急
い
だ
強
引
な
手
法
が
、混

乱
と
不
信
を
生
ん
だ
こ
と
へ

の
反
省
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
▼
現
行
の
保
険
証
を

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

合
理
的
な
理
由
説
明
は
さ
れ

て
い
な
い
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ

ル
と
は
縁
遠
い
高
齢
者
へ
の

配
慮
も
十
分
で
は
な
い
。
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
を
止
め
、

国
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
国
民
に

寄
り
添
っ
た
制
度
の
再
構
築

が
重
要
で
あ
る
。�

（
龍
）

倉
聡
広
報
部
長
が
参
加
し
5

題
の
発
言
を
行
っ
た
。

　

大
会
活
動
方
針
で
は
能
登

半
島
地
震
に
よ
る
被
災
者
の

生
活
再
建
に
向
け
た
活
動
、

診
療
報
酬
の
物
価
高
騰
対
応

や
不
合
理
是
正
の
要
求
、「
保

険
証
残
せ
」
運
動
の
拡
充
、

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
化

反
対
等
の
活
動
項
目
が
提
案

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
選
任
で
は
18
年
間
会

長
職
を
務
め
た
住
江
憲
勇
氏

が
勇
退
、
岐
阜
協
会
所
属
の

竹
田
副
会
長
が
新
会
長
に
選

出
さ
れ
た
。
本
会
推
薦
役
員

　

保
団
連
の
第
51
回
定
期
大�

会
が
1
月
27
、
28
日
に
東

京（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
で
開
催�

さ
れ
た
。
２
０
２
４
～
２
０�

２
５
年
度
活
動
方
針
・
予
算

等
が
審
議
さ
れ
、
次
期
役
員

選
任
で
は
竹
田
智
雄
副
会
長

が
新
会
長
と
し
て
選
出
さ
れ

た
。
本
会
か
ら
は
大
会
代
表

と
し
て
、
伊
藤
寧
、
野
川
哲

義
、
三
浦
豊
各
副
会
長
、
戸

に
標
準
化
電
子
カ
ル
テ
の
開

発
に
着
手
、
デ
ジ
タ
ル
庁
と

シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
、
年

内
に
α
版
の
提
供
開
始
を
す

る
予
定
と
し
た
。
遅
く
と
も

２
０
３
０
年
に
は
概
ね
全
て

の
医
療
機
関
で
の
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
を
目
指
す
。
12
月

の
Ｗ
Ｇ
で
示
さ
れ
た
方
針
に

よ
れ
ば
α
版
は
電
子
カ
ル
テ

未
導
入
医
療
機
関
の
う
ち
医

科
の
無
床
診
療
所
に
先
行
提

供
さ
れ
、
診
療
科
に
よ
ら
な

い
共
通
の
診
療
行
為
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

現
状
と
問
題
点

現
状
と
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令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

医
療
施
設
調
査
に
よ
れ
ば
電

子
カ
ル
テ
導
入
率
は
一
般
病

院
57
・
２
％
、
一
般
診
療
所

（
医
科
）49
・
９
％
に
留
ま
る
。

業
務
上
の
必
要
性
が
な
い
こ

と
が
未
導
入
の
最
多
理
由

で
、コ
ス
ト
へ
の
懸
念
の
他
、

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
不
慣
れ
に

よ
る
対
応
時
間
の
増
加
等
の

声
も
聞
か
れ
た
。

　

一
方
で
レ
セ
コ
ン
と
の
連

携
、
検
査
オ
ー
ダ
結
果
参
照

へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
α
版

へ
の
実
装
が
検
討
さ
れ
る
。

国
が
最
小
限
の
基
本
機
能
を

開
発
し
、
民
間
ベ
ン
ダ
ー
が

オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
を
提
供
す

る
方
針
だ
が
、
ベ
ン
ダ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
各
シ
ス
テ

ム
間
連
携
に
必
要
な
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
体
系
化
に

つ
い
て
の
意
見
が
複
数
挙
が

り
、
技
術
的
な
課
題
も
多
く

指
摘
さ
れ
る
。
１
月
に
開
催

さ
れ
た
第
20
回
健
康
・
医
療
・

介
護
情
報
利
活
用
検
討
会
医

療
等
情
報
利
活
用
Ｗ
Ｇ
で
、

厚
労
省
は
医
療
機
関
毎
に
異

な
る
電
子
カ
ル
テ
の
規
格
を

標
準
化
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ

る
３
文
書
６
情
報（
３
文
書
：

健
康
診
断
結
果
報
告
書
、
診

療
情
報
提
供
書
、
退
院
時
サ

マ
リ
ー
、
６
情
報
：
傷
病
名
、

感
染
症
、
薬
剤
禁
忌
、
ア
レ

ル
ギ
ー
、
検
査
、
処
方
）
の

共
有
を
先
行
さ
せ
、
コ
ー
ド

を
標
準
化
し
て
電
子
カ
ル
テ

で
利
用
可
能
と
す
る
考
え
を

示
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ

ス
テ
ム
を
イ
ン
フ
ラ
と
し
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て

患
者
自
身
が
閲
覧
可
能
な

Patient Sum
m

ary

に
紐
付 

く
図
が
、誤
紐
付
け
や
未
告

知
情
報
の
表
示
制
御
な
ど
へ
の

具
体
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

診
療
報
酬
と
の
連
関

診
療
報
酬
と
の
連
関

　

医
療
Ｄ
Ｘ
は
２
０
２
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
の
柱
の
１
つ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
を

行
う
体
制
整
備
の
報
酬
と
し

て
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整

備
加
算
」
が
設
け
ら
れ
る
見

通
し
で
あ
る
。
た
だ
し
施
設

基
準
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
実
施
体
制
に
加
え
、
取

得
し
た
診
療
情
報
を
医
師
が

診
察
室
等
で
閲
覧
・
活
用
で

き
る
体
制
等
が
求
め
ら
れ
る
。

　

多
く
の
基
準
に
は
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
る
方
針
だ

が
、
果
た
し
て
実
装
に
際
し

多
く
の
課
題
が
残
る
標
準
化

電
子
カ
ル
テ
を
前
提
と
し
た

診
療
報
酬
の
加
算
体
制
は
ど

れ
だ
け
の
負
担
を
医
療
現
場

に
強
い
る
こ
と
に
な
る
の

か
。
拙
速
な
推
進
は
目
的
の

不
透
明
化
を
招
く
。

で
は
、
田
辺
隆
歯
科
部
長
が

副
会
長
に
再
選
さ
れ
、
橋
本

透
会
長
は
理
事
を
退
任
、
新

た
に
立
花
啓
副
会
長
が
理
事

に
選
出
さ
れ
た
。

　

討
論
で
は
全
国
の
保
険
医

協
会
・
医
会
か
ら
１
４
７
発

言
が
あ
り
、
執
行
部
に
よ
る

答
弁
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か

ら
は
「
薬
剤
供
給
不
足
に
対

し
国
の
積
極
的
な
介
入
を
」

「
基
本
診
療
料
は
10
％
以
上

の
引
き
上
げ
を
」「
拙
速
、

強
制
的
な
医
療
Ｄ
Ｘ
の
見
直

し
を
」
な
ど
５
題
の
発
言
を

行
っ
た
。

　

最
後
に
能
登
半
島
地
震
被

災
地
の
復
興
再
建
、
健
康
保

険
証
の
存
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
実
質
義
務
化
撤
回
等

を
求
め
る
大
会
決
議
が
提
案

さ
れ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　主な目次　
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２
面
…
●
時
論
「
電
子
カ
ル
テ
、
オ
ン

資
と
も
に
時
期
尚
早
」

　
　
　
●
解
説
「
生
活
習
慣
病
管
理

の
大
幅
な
見
直
し
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
話

図　電子カルテ情報共有の仕組みイメージ

発言する伊藤副会長

新点数検討会
開　催　案　内

医　科 
日　時：3月31日（日）　11時～13時30分終了予定
会　場：共済ホール（札幌市中央区北4条西1丁目1共済ビル6階）
対　象：医科会員および職員
◆ 入場には参加票が必要です（参加票は本会新聞3月5日号に同封予定）
◆ 医科新点数検討会は「点数表改定のポイント」（後日、開業医会員に
送付）を使用し解説します。なお、当日有料販売も行います（１冊
3,000 円予定）

歯　科 
日　時：3月25日（月）　19時～21時
形　式：会場とオンラインのハイブリッド開催
　　　　（会場：北海道医師会館8階会議室）
対　象：歯科会員
◆「2024年改定の要点と解説」（後日、歯科会員に送付）を資料とし
て使用いたします

お問い合わせは本会事務局まで　TEL 011-231-6281

　
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の
実
装
に
向
け
た
動
き
が
急
加
速
し
て
い
る
。
厚
労

省
は
２
０
２
３
年
12
月
14
日
、
第
１
回
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
で
、
無
床
診
療
所
へ
の
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
試
行

版（
α
版
）
の
先
行
提
供
を
２
０
２
４
年
度
内
に
開
始
す
る
方
針
を
示
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
普
及
の
進
ま
な
い
医
療
機
関
を
な
か
ば
強
引
に
対
象
と
し
て

絞
り
込
ん
だ
形
で
、
実
現
可
能
性
に
は
疑
問
が
残
る
。

―
加
速
す
る
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
―

標
準
型
電
子
カ
ル
テ
実
装
準
備
へ

標
準
型
電
子
カ
ル
テ
実
装
準
備
へ

保団連第51回定期大会保団連第51回定期大会
竹田智雄新会長を選出
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本
会
新
聞
２
月
５
日
号

同
封
の
歯
科
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果（
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

参
照
）
で
、
北
海
道
で
は

電
子
カ
ル
テ
や
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

（
オ
ン
資
）
導
入
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
平

均
年
齢
か
ら
60
歳
を
境
と

し
て
検
討
し
た
興
味
深
い

デ
ー
タ
を
紹
介
す
る
。
オ

ン
資
を
導
入
し
て
い
な
い

と
回
答
し
た
割
合
は
、
60

歳
以
上
ｖ
ｓ
59
歳
以
下

（
以
下
、同
様
）が
７
・
１
％

ｖ
ｓ
１
・
８
％
で
60
歳
以

上
に
多
か
っ
た
。
患
者
数

が
減
少
し
て
い
る
と
回
答

し
た
割
合
は
、
35
・
０
％ 

ｖ
ｓ
22
・
１
％
、
全
体
の

収
入
が
減
少
し
て
い
る
と

回
答
し
た
割
合
は
、
40
・

０
％
ｖ
ｓ
25
・
７
％
、
レ

セ
プ
ト
件
数
が
１
９
９
枚

以
下
と
回
答
し
た
割
合
は

46
・
４
％
ｖ
ｓ
29
・
２
％

と
い
ず
れ
も
60
歳
以
上
に

多
く
、
統
計
学
的
に
も
有

意
な
差
で
あ
っ
た
。
60
歳

以
上
の
会
員
は
患
者
数
減

少
や
収
入
減
少
と
い
う
状

況
の
中
、
オ
ン
資
導
入
の

負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ

ま
で
何
十
年
と
地
域
医
療

に
尽
力
し
て
き
た
と
思
わ

れ
、
十
分
な
原
資
無
く
し

て
の
オ
ン
資
導
入
は
時
期

尚
早
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

率
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た

い
。
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
導
入
率
は
21
・
３
％
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
の

厚
労
省
発
出
の
医
療
施
設

調
査
に
よ
る
と
歯
科
診
療

所
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
率

は
48
・
７
％
（
２
０
２
０

年
）、57
・
３
％（
２
０
１
７

年
）
と
い
ず
れ
も
当
会
の

感
覚
か
ら
は
現
実
的
で
は

な
い
ほ
ど
高
率
で
あ
る
。

真
正
性
も
見
読
性
も
保
存

性
も
な
い
ワ
ー
プ
ロ
カ
ル

テ
を
電
子
カ
ル
テ
と
誤
認

し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
厚

労
省
の
恣
意
的
な
デ
ー
タ

に
は
断
固
と
し
て
抗
議
す

べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
体
力
の
弱
い
歯
科

診
療
所
に
大
き
な
負
担
を

強
い
る
施
策
を
強
行
す
る

こ
と
は
、
高
齢
歯
科
医
師

の
閉
院
や
廃
院
を
余
儀
な

く
さ
せ
か
ね
ず
、
地
域
医

療
の
崩
壊
す
ら
見
え
隠
れ

す
る
。
オ
ン
資
導
入
に
あ

た
っ
て
、
現
時
点
で
ト
ラ

ブ
ル
も
多
く
、
さ
ら
に
電

子
カ
ル
テ
導
入
と
な
る
と

医
療
者
へ
の
負
担
が
こ
れ

か
ら
も
増
え
続
け
る
で
あ

ろ
う
。
地
域
医
療
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
の
施

策
は
再

考
す
る

べ
き
で

あ
る
。

　

本
改
定
の
大
き
な
焦
点
で

あ
る
医
療
関
係
職
員
の
賃
上

げ
を
行
う
医
療
機
関
の
評
価

と
し
て
、
医
科
歯
科
に
お

け
る
外
来
・
在
宅
、
入
院
、

訪
看
そ
れ
ぞ
れ
に
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
・
Ⅱ
」

が
新
設
さ
れ
た
。「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅱ
」
に
つ
い

て
は
、
無
床
診
療
所
を
対
象

に
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

Ⅰ
」で
目
標
と
す
る
１
・
２
％

の
賃
上
げ
に
届
か
な
い
医
療

機
関
で
算
定
で
き
る
。
給
与

額
に
つ
い
て
年
４
回
評
価
を

行
い
、
変
更
が
あ
る
場
合
は

地
方
厚
生
局
に
届
出
を
行
う

図

。

　

職
員
給
与
と
算
定
点
数
の

評
価
を
定
期
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
場
の
業
務

負
担
が
増
え
る
こ
と
は
必
至

だ
。

生
活
習
慣
病
管
理
の
見
直
し

生
活
習
慣
病
管
理
の
見
直
し

　

医
療
機
能
の
評
価
見
直
し

と
し
て
生
活
習
慣
病
に
係
る

医
学
管
理
料
の
見
直
し
が
示

さ
れ
た
。
多
く
の
医
療
機
関

が
算
定
し
て
い
る
「
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
」
の
対
象
疾

患
か
ら
、「
糖
尿
病
」「
脂
質

異
常
症
」「
高
血
圧
性
疾
患
」

が
除
外
さ
れ
、
生
活
習
慣
病

管
理
料
へ
の
移
行
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
生
活
習
慣
病
管
理

料
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
(1) 

(2)
の
２
本
立
て
と
な
り
、
(2)

に
つ
い
て
は
検
査
等
を
包
括

し
な
い
管
理
料
と
な
る
（
外

来
管
理
加
算
の
併
算
定
不

可
）。
ま
た
、
月
１
回
以
上

の
受
診
要
件
が
削
除
さ
れ
る
。

　

投
薬
に
お
い
て
は
、
現
行

の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算

の
「
１
」
が
削
除
さ
れ
る
な

ど
、
受
診
回
数
の
削
減
、
長

期
処
方
へ
の
誘
導
が
図
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
生
活
習
慣
病

管
理
料
、
特
定
疾
患
処
方
加

算
と
も
に
リ
フ
ィ
ル
処
方
へ

の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。

急
性
期
一
般
入
院
料
の

急
性
期
一
般
入
院
料
の

適
正
化

適
正
化

　

入
院
医
療
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
間
の
機
能
分
化
推

進
の
観
点
か
ら
、
急
性
期
一

般
入
院
料
１
に
お
け
る
平
均

在
院
日
数
が
従
来
の
18
日
以

内
か
ら
「
16
日
以
内
」
に
短

縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
の
評
価
項
目
が

見
直
さ
れ
、
急
性
期
一
般
入

院
料
１
、
特
定
機
能
病
院
入

院
基
本
料
７
対
１
、
専
門
病

　

早
朝
３
時
に
も
な
る
と
避

難
小
屋
の
中
は
慌
た
だ
し

い
。
登
山
者
の
朝
は
早
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
小
屋
の
中

は
我
々
だ
け
に
。
ゆ
っ
く
り

と
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と

撮
影
の
準
備
を
し
、
午
前
６

時
。
い
よ
い
よ
目
前
に
広
が

る
ラ
イ
ズ
を
狙
う
。

　

お
そ
ら
く
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ

は
小
さ
い
。
ラ
イ
ズ
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
水
面
に

浮
い
て
い
る
、
も
し
く
は
水

面
直
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
羽

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
水
生

昆
虫
を
食
べ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
昨
日
の
探
索
で
小
さ

な
セ
ン
ブ
リ
を
確
認
し
て
い

る
。
こ
こ
は
16
番
に
巻
い
た

ブ
ラ
ッ
ク
カ
デ
ィ
ス
で
狙
う

こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
は
ウ
エ
ー
デ
ィ
ン
グ

せ
ず
に
狙
え
る
ラ
イ
ズ
を
攻

め
る
こ
と
に
。
恐
ろ
し
く
馬

鹿
丁
寧
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
フ
ラ
イ
を
水
面
へ

浮
か
べ
る
。
も
う
ド
ッ
キ

ド
キ
！
『
さ
あ
、
こ
い
！
』

…
…
…
何
も
反
応
し
な
い
。

ん
ー
逃
げ
た
か
？
な
ら
ば
別

の
ラ
イ
ズ
を
『
フ
ウ
ワ
…
』

と
丁
寧
に
…
…
…
が
、
何
も

反
応
し
な
い
。
ん
ー
、
な
か

な
か
生
意
気
な
奴
ら
だ
。
相

手
に
と
っ
て
不
足
な
し
。が
、

手
を
変
え
品
を
変
え
い
ろ
い

ろ
試
み
る
が
全
く
反
応
し
な

い
。

　
「
な
ん
だ
よ
、
こ
い
つ

ら
！
」

　
『
正
体
み
た
る
！
』
と
沼

に
入
っ
て
い
き
、
ラ
イ
ズ
の

ポ
イ
ン
ト
へ
行
く
と
、「
ゲ

ゲ
ッ
！
」

　

な
、
な
ん
と
水
面
に
ぶ
ら

下
が
る
よ
う
に
浮
い
て
い

た
の
は
、
魚
は
ウ
オ
で
も

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
エ
ゾ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
だ
っ
た
の

だ
。
大
き
く
口
を
開
け
て
前

後
の
脚
を
広
げ
て
と
て
も
リ

ラ
ー
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で

気
持
ち
良
さ
気
に
。

　
「
ど
う
し
た
？
」
と
岸
か

ら
こ
ち
ら
を
撮
影
し
て
い
る

長
野
編
集
長
。

　
「
全
然
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
じ 

ゃ
な
く
、
ラ
イ
ズ
の
正
体
は

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
す
ー
」

「
な
ん
て
か
」「
こ
り
ゃ
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
な
ん
か
い
な
い

で
す
。
全
て
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
で
す
ね
」「
本
当
に
か
ー
」

「
ま
あ
、
正
体
が
わ
か
っ
た

だ
け
で
も
良
し
で
す
ね
」

　

と
、
こ
の
よ
う
に
オ
シ
ョ

ロ
コ
マ
の
原
種
の
正
体
は
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
だ
っ
た
と
判

明
し
、
下
山
す
る
こ
と
に
。

　

い
よ
い
よ
第
二
の
目
的
で

あ
る
人
生
最
高
の
ビ
ー
ル
に

あ
り
つ
け
る
ぞ
と
、
張
り

切
っ
て
下
山
を
開
始
。
降
り

も
キ
ツ
イ
が
登
り
よ
り
は
ま

だ
良
い
。
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
も
順
調
に
歩
み
を
進
め

る
こ
と
６
時
間
半
く
ら
い

か
。
や
っ
と
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
の
分
岐
へ
着
い
た
。
長
野

編
集
長
は
先
に
進
ん
で
い
た

の
で
、
待
つ
こ
と
な
く
自
分

も
笹
藪
へ
突
入
し
て
い
く
。

そ
し
て
車
へ
着
く
。
い
よ
い

よ
最
高
の
ビ
ー
ル
に
あ
り
つ

け
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
中
で
氷

漬
け
に
な
っ
て
い
る
ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
が
！

　
「
ん
？
」
編
集
長
の
姿
が

な
い
。
い
や
ー
な
予
感
、
い

や
、悪
寒
が
し
た
。
案
の
定
、

や
り
や
が
っ
て
い
た
。
４
時

間
半
後
、
ゆ
さ
ゆ
さ
と
ジ
ー

プ
が
。
降
り
て
き
た
の
は
当

然
長
野
編
集
長
。
分
岐
点
を

通
り
過
ぎ
東
大
雪
荘
ま
で
降

り
て
し
ま
い
、
車
を
借
り
て

現
れ
た
わ
け
だ
。
人
生
最
高

の
ビ
ー
ル
？
そ
れ
は
な
ん
の

話
？

　

あ
な
た
の
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
の
で
捜
索
願
な
ん
か

出
し
ま
せ
ん
。

　

動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し

を
す
で
に
学
ん
で
い
た
坂
田

青
年
で
あ
っ
た
。

院
入
院
基
本
料
７
対
１
に
お

け
る
評
価
基
準
に
お
い
て

「
Ｂ
項
目
」
が
除
外
さ
れ
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の

高
齢
救
急
患
者
の
受
け
入
れ

に
限
界
が
あ
る
と
し
、
看
護

配
置
を
手
厚
く
し
た
「
地
域

包
括
医
療
病
棟
入
院
料
」
が

新
設
さ
れ
た
。
10
対
１
の
看

護
体
制
を
有
す
る
一
般
病
棟

で
、
脳
血
管
リ
ハ
及
び
運
動

器
リ
ハ
の
届
出
が
必
要
と
な

り
、
搬
送
患
者
の
割
合
も

15
％
以
上
と
急
性
期
患
者
の

受
け
入
れ
強
化
が
目
的
だ
。

医
療
機
能
分
化
が
更
に
進
む

も
の
と
思
わ
れ
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

医
療
Ｄ
Ｘ
で
は
医
療
情
報
・

シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充

実
加
算
の
算
定
要
件
が
見
直

さ
れ
「
十
分
な
情
報
を
取
得

す
る
体
制
」
か
ら
「
十
分
な

情
報
を
取
得
し
た
上
で
」
と

な
り
、
実
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
カ
ー
ド
よ
り
情
報
を
得
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま

た
、
新
た
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
体
制
整
備
加
算
」
が
新
設

さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
他
、
電
子
処
方
箋
を

発
行
す
る
体
制
、
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
出
来
る
体
制
等
を
有
し
て

い
る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
、
電
子
処
方
箋
の
発

行
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
の
各

種
体
制
お
よ
び
一
定
程
度
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
実
績
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。

　

そ
の
他
、
居
宅
同
意
取
得

型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
導
入
を
踏
ま

え
、
訪
問
看
護
に
お
い
て
も

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
連
し
た
点
数

が
新
設
さ
れ
る
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

３
月
の
告
示
ま
で
に
内
容

が
整
理
さ
れ
、
点
数
配
分
が

決
定
す
る
が
、
今
回
の
改
定

は
多
岐
に
わ
た
り
非
常
に
細

か
い
評
価
・
設
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
も
ま
た
新
し

い
情
報
が
発
出
さ
れ
次
第
ご

紹
介
す
る
。

革
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
が

届
け
出
る
36
協
定
届
の
様
式

が
新
し
く
な
る
点
や
医
療
機

関
の
宿
日
直
許
可
申
請
に
つ

図  ベースアップ評価料Ⅱの算出方法

電
子
カ
ル
テ
、
オ
ン
資
　

と
も
に
時
期
尚
早

シリーズ　釣り経験談・失敗談

オショロコマの原種の正体　後編オショロコマの原種の正体　後編
「釣道楽」発行人 坂田 潤一

４

解　説

生
活
習
慣
病
管
理
の
大
幅
な
見
直
し

生
活
習
慣
病
管
理
の
大
幅
な
見
直
し

　
１
月
26
・
31
日
、
２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
中
医
協
総
会
で
、
次
期
診
療

報
酬
改
定
の
概
要
と
な
る
「
個
別
改
定
項
目（
短
冊
）」
が
提
出
さ
れ
た
。
議

論
を
経
て
、
２
月
14
日
に
答
申
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
次
期
改
定
で
は
、

生
活
習
慣
病
等
の
慢
性
期
疾
患
医
療
の
大
幅
な
評
価
見
直
し
や
、
賃
上
げ
を

目
的
と
し
た
点
数
が
新
設
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
回
の
改
定
は
６
月
施
行
の
考

え
か
ら
、
多
く
の
項
目
で
詳
細
な
点
数
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

中
医
協
　
個
別
改
定
項
目
示
さ
れ
る
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私
が
医
師
に
な
っ
て
か
ら
、 

片
頭
痛
治
療
に
２
回
大
き
な

革
命
が
お
き
ま
し
た
。
２
０ 

０
０
年
発
作
治
療
薬
ト
リ
プ

タ
ン
製
剤
承
認
、
そ
し
て

２
０
２
１
年
予
防
薬
抗
Ｃ
Ｇ

Ｒ
Ｐ
抗
体
注
射
承
認
で
す
。

　

ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
は
頭
痛

に
対
し
て
漫
然
と
鎮
痛
薬
を

常
用
し
て
い
た
患
者
の
光
と

な
り
、
抗
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｐ
抗
体
製

剤
は
、
頭
痛
頻
度
、
重
症
度

を
改
善
す
る
ば
か
り
か
、
頭

痛
の
沼
か
ら
救
い
出
す
こ
と

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
近
年
蓄
積
さ
れ
た
多
く

の
知
見
は
私
の
頭
痛
に
対
す

る
認
識
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
片
頭
痛
に
対
し
て
「
典

型
的
な
片
頭
痛
は
少
数
派
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
は
遙
か
に
多
く
、
頭
痛
を

診
る
医
師
は
「
片
頭
痛
を
念

頭
に
お
く
」
こ
と
で
効
率
よ

く
頭
痛
診
断
が
出
来
ま
す
。

肩
こ
り
は
「
緊
張
性
頭
痛
」

だ
け
で
は
な
く
「
片
頭
痛
」

で
も
当
た
り
前
に
み
ら
れ
る

症
状
な
の
で
す
。
更
に
、
頭

痛
が
無
い
発
作
間
欠
期
で
も

眩
暈
、
鬱
、
ふ
ら
つ
き
な
ど

様
々
な
愁
訴
が
診
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
で
受

診
さ
れ
た
患
者
に
片
頭
痛
症

状
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
見

事
に
当
て
は
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
長
年
の
頭
痛
と
市

販
鎮
痛
薬
服
用
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
お
り
、
頭
痛
は
診

察
を
受
け
た
い
症
状
か
ら
外

れ
て
い
ま
し
た
。
抗
Ｃ
Ｇ
Ｒ

Ｐ
抗
体
を
導
入
し
た
と
こ
ろ

そ
れ
ら
の
症
状
が
魔
法
の
よ

う
に
改
善
し
て
患
者
本
人
、

医
師
と
も
に
驚
か
さ
れ
た
の

で
す
。「
画
像
上
異
常
な
い

り
久
々
に
治
療
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
介
護
施
設
で
働
い
て

い
る
こ
と
、
仕
事
の
大
変

さ
、
や
り
甲
斐
な
ど
を
話
す

彼
女
の
成
長
し
た
姿
に
触
れ

ら
れ
、
幸
せ
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
業
時
に
借
り
た
医
院
に

は
チ
ャ
イ
ル
ド
コ
ー
ナ
ー
が

な
く
、
待
合
室
の
片
隅
に

マ
ッ
ト
を
敷
き
、
座
っ
て
遊

べ
る
半
畳
程
の
ス
ペ
ー
ス
を

作
り
ま
し
た
。
そ
の
子
も
治

療
が
終
わ
る
と
や
や
し
ば
ら

く
そ
こ
で
遊
ん
で
か
ら
帰
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
近
所
に
移

転
し
た
時
に
、
設
計
士
さ
ん

に
依
頼
し
て
、
待
合
室
に
一

畳
弱
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
玄
関
で
す

で
に
号
泣
し
て
い
る
お
子
さ

ん
も
お
り
、
遊
具
や
絵
本
で

治
療
前
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
緊
張
を
緩
め
て
く
れ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
半
年
程

で
遊
具
を
交
換
し
て
い
ま
す

が
、人
気
が
あ
っ
た
物
は
、ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
ク
レ
ー
ン
ゲ 

ー
ム
や
森
の
ポ
ン
ポ
ン
玉
入

れ
な
ど
で
す
。
ま
だ
ま
だ
遊

び
た
い
の
で
、
虫
歯
治
療
や

フ
ッ
素
塗
布
を
早
く
終
わ
ら

せ
て
、
一
目
散
に
チ
ャ
イ
ル

ド
コ
ー
ナ
ー
に
走
っ
て
い
く

様
子
に
ニ
ヤ
リ
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
置
い
て
い
た
絵
本
は
、 

我
が
子
に
読
ん
だ
中
で
面
白

か
っ
た
も
の
や
、
虫
歯
や
歯

磨
き
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

あ
る
時
、剣
淵
町
に
あ
る「
絵

本
の
館
」
に
行
く
機
会
が
あ

り
、
沢
山
の
絵
本
に
触
れ
、

そ
の
中
で
絵
本
の
里
大
賞
に

選
ば
れ
た
作
品
な
ど
も
購
入

す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
衝
撃
を
受
け
た
の

が
、
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
作

の
「
ね
ぐ
せ
の
し
く
み
」
で

す
。
彼
の
家
族
が
毎
朝
寝
ぐ

せ
が
す
ご
く
、
ど
う
や
っ
た

ら
そ
ん
な
髪
型
に
な
る
の
か

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
か
ら

発
想
し
て
出
来
た
作
品
の
様

で
す
。
寝
て
い
る
間
に
、
あ

ん
な
こ
と
が
起
き
て
寝
ぐ
せ

に
な
る
の
か
と
妙
に
納
得

し
、
作
家
の
着
眼
点
に
た
だ

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
ま

た
昨
年
出
版
さ
れ
た
「
メ
メ

ン
ト
モ
リ
」
は
、
絵
本
な
が

ら
人
間
の
生
き
方
に
突
き
刺

さ
る
深
い
内
容
で
し
た
。
春

に
な
っ
た
ら
剣
淵
町
に
行
っ

て
ま
た
ゆ
っ
た
り
絵
本
に
漬

か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
安
心
し
て
」
と
説
明
を

受
け
て
頭
痛
治
療
に
通
わ
な

く
な
っ
た
頭
痛
難
民
が
日
本

に
は
多
く
存
在
し
ま
す
。
専

門
外
医
師
の
方
々
、
薬
剤
師

の
方
に
是
非
お
声
か
け
を
頂

い
て
ご
紹
介
頂
け
ま
し
た
ら

幸
甚
で
す
。
有
効
な
ツ
ー
ル

を
手
に
入
れ
た
私
達
は
「
患

者
の
症
状
を
改
善
し
て
感
謝

さ
れ
る
」
と
い
う
医
師
本
来

の
醍
醐
味
、
満
足
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

頭
痛
治
療
の
大
御
所
で
あ

る
間
中
病
院
、
間
中
信
也
名

誉
院
長
は
片
頭
痛
の
特
徴
を

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
寝
込
む
、
吐
く
、

苦
し
む
）」
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
以
前「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か

ら
国
民
を
守
る
党
」
と
い
う

政
党
が
あ
り
ま
し
た
。
1
人

で
も
多
く
の
医
療
従
事
者
が

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
寝
込
む
、
吐
く
、

苦
し
む
）
か
ら
患
者
を
守
る

党
」
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
開
業
し
て

19
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

家
族
で
通
っ
て
下
さ
る
方
も

多
く
、
先
日
は
治
療
後
、
暗

い
夜
道
を
一
緒
に
歩
い
て
家

ま
で
送
っ
た
思
い
出
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
、
社
会
人
と
な

　

１
月
20
日「
医
療
機
関
の

労
務
・
雇
用
管
理
の
基
本
を

学
ぼ
う
」
と
題
し
て
開
業
医

の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
労

務
・
雇
用
管
理
編
を
ウ
ェ
ブ

に
て
開
催
。
講
師
に
は
特
定

社
会
保
険
労
務
士
の
原
田
三

恵
氏
を
お
迎
え
し
、
道
内
各

地
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
・

職
員
等
36
人
が
聴
講
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
４
月
か

ら
労
働
条
件
明
示
の
ル
ー
ル

が
変
わ
り
、
新
し
く
な
っ
た

「
労
働
条
件
通
知
書
」の
見
本

を
も
と
に
変
更
点
を
説
明
。

　

次
に
原
則
的
な
時
間
外
労

働
の
集
計
方
法
の
他
、
適
用

要
件
の
あ
る
変
形
労
働
時
間

制
の
時
間
外
労
働
の
集
計
方

法
に
つ
い
て
解
説
。
変
形
労

働
時
間
制
の
仕
組
み
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
ま
ま
導
入
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
、
適
切

な
勤
怠
管
理
・
給
与
計
算
が

で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
注
意
喚
起
し
た
。
そ
の

他
、
医
療
機
関
の
労
務
管
理

の
注
意
点
と
し
て
、
着
替
え

時
間
の
取
扱
い
や
兼
業
・
副

業
し
て
い
る
職
員
の
取
扱
い

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

　

後
半
は
職
場
で
起
こ
り
う

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

事
業
主
が
雇
用
管
理
上
講
ず

べ
き
措
置
に
つ
い
て
具
体
的

な
解
説
を
し
た
。

　

最
後
に
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
が

届
け
出
る
36
協
定
届
の
様
式

が
新
し
く
な
る
点
や
医
療
機

関
の
宿
日
直
許
可
申
請
に
つ

い
て
述
べ
、
許
可
基
準
や
申

請
か
ら
の
流
れ
、
相
談
先
に

つ
い
て
解
説
し
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
有
益

な
情
報
が
多
く
参
考
に
な
っ

た
」「
疑
問
点
が
解
決
で
き

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

盛
会
だ
っ
た
。

　

本
会
は
１
月
25
日
に
「
長

い
目
で
み
る
『
か
か
り
つ
け

医
』
―
医
療
改
革
を
動
か
し

て
き
た
理
念
に
触
れ
な
が

ら
」
と
題
し
て
ウ
ェ
ブ
講
演

会
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か

ら
40
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
立
命
館
大
学
の
松

田
亮
三
教
授（
産
業
社
会
学

部
）
が
務
め
、
20
世
紀
末
の

医
療
改
革
を
駆
動
し
て
き
た

理
念
と
欧
米
諸
国
の
動
き
を

振
り
返
り
つ
つ
、
日
本
に
お

け
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　

松
田
氏
は
私
見
と
し
つ
つ

も
、
講
演
内
で
今
後
の
開
業

医
像
に
つ
い
て
触
れ
「
医
師

は
専
門
職
と
起
業
家
・
経
営

者
と
い
う
２
つ
の
役
割
を

も
っ
て
お
り
、
混
然
一
体

の
状
態
で
認
識
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
区
別
し
今

後
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
」
と
課
題
を
整
理
。
ま

た
休
日
・
夜
間
対
応
と
い
っ

た
患
者
か
ら
の
要
求
を
例
に

挙
げ
「
個
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
集
団
と
し
て
対
応
し
た

ほ
う
が
良
い
課
題
を
い
か
に

共
有
し
つ
つ
、
専
門
職
と
し

て
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
果

た
し
て
い
く
の
か
注
目
が
必

要
だ
」
と
述
べ
、「
こ
れ
ら

を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
か
か
り
つ
け
医
に
関
す
る

議
論
を
し
て
い
く
上
で
重
要

に
な
る
」
と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
「
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
が
日
本
に
お
い
て
多
様

な
形
で
担
わ
れ
て
い
る
現
状

に
注
意
し
て
、
今
後
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

１
月
27
日「
女
性
の
た
め

の
食
べ
て
『
腸
活
』
～
腸
内

リ
ノ
ベ
で
健
康
長
寿
～
」
と

題
し
て
、
よ
ろ
ず
ト
ー
ク
を

５
年
振
り
に
対
面
で
開
催
し

た
。
講
師
に
は
管
理
栄
養
士

の
山
際
睦
子
氏
を
お
迎
え

し
、
女
性
医
師
・
歯
科
医
師

が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
女
性
の
が
ん
死
亡

数
第
１
位
で
あ
る
大
腸
が
ん

を
防
ぐ
腸
活
に
つ
い
て
解

説
。
お
い
し
い
腸
活
ラ
イ
フ

に
は
一
日
三
食
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
習
慣
を
続
け
る
こ
と

が
重
要
と
し
、
食
物
繊
維
を

多
く
摂
取
で
き
る
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
た
。

　

次
に
、
免
疫
と
腸
内
環
境

の
深
い
関
係
性
に
つ
い
て
、

腸
に
は
体
全
体
の
半
分
以
上

の
免
疫
細
胞
が
存
在
し
て
お

り
、「
体
の
番
人
」
と
し
て

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る

が
、
腸
内
の
免
疫
細
胞
は
腸

内
細
菌
の
刺
激
に
よ
っ
て
活

性
化
さ
れ
て
い
る
。
腸
内
環

境
は
多
種
多
様
な
菌
が
存
在

し
、
新
し
い
菌
が
入
っ
て
き

て
古
い
菌
と
入
れ
替
わ
り
、

常
に
揺
れ
動
き
な
が
ら
よ
り

良
い
作
用
を
生
み
出
す
よ
う

な
状
態
が
理
想
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
腸
内
細
菌
の
働

き
と
し
て
、
今
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
る“
酪
酸
菌
”が
作

り
出
す
酪
酸
が
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
、
消
化
器
や
心
の

健
康
を
守
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
や
そ
の
他
の
善
玉
菌
の
働

き
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
腸
活
の
３
原
則
と

し
て
①「
い
い
菌
」
を
摂
る

②「
い
い
菌
」
を
増
や
す
③

「
い
い
働
き
」
を
さ
せ
る
こ

と
が
、
腸
活
で
重
要
で
あ
る

と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
レ
シ
ピ

の
紹
介
が
沢
山
あ
り
、
試
し

て
み
よ
う
と
思
っ
た
」「
腸

に
お
い
て
大
事
な
の
は
酪
酸

菌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
大
変
好
評
だ
っ
た
。

講師の原田三恵氏

５年ぶりの対面開催

講師の松田亮三教授

＼ダンゼン有利な共済制度で／
もしもと老後にムダなく備える！

ライフプラン講座

【日　時】3月14日（木）
　　　　　19時～20時30分
【会　場】ウェブ開催
　　　　　（Zoomウェビナー）
【講　師】須藤 臣 氏
　　　　　（ファイナンシャルプランナー）
【対　象】会員および家族
【参加費】無料
【申　込】右記QRもしくは
　　　　　本会ホームページから申込ください。
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イ
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労務・雇用管理対策を学ぶ
開業医のための実務セミナー
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ず
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」
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性
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ず
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」

腸
内
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多
彩
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彩
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働
き
に
つ
い
て

　
　
働
き
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つ
い
て

政　　策　　部
ＷＥＢ講演会

か
か
り
つ
け
医
の
今
後
と
は

か
か
り
つ
け
医
の
今
後
と
は

専
門
職
と
起
業
家
の
二
面
性
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保険医療機関の
指導・監査等の実施状況

　厚労省は 1月16日、「令和4年度における保険医療機関等の指導・監査
等の実施状況について（概況）」を公表しました。
　2020年度のコロナ禍において、感染拡大防止の観点から保険医療機関
等への立ち入りや、大規模会場に召集して指導を行う集団的個別指導は
大幅に減少しましたが、2021年度後半より徐々に個別指導や適時調査件
数を増やし、2022年度は特に施設基準の運用状況を確認する適時調査が
再開され、大幅に増加しました。
　今回、2022年度の実施状況が公表されたことに併せ、直近の指導・調
査・監査件数及び返還金額を時系列でまとめました。

１．個別指導件数

・2020年度からコロナ
禍の影響により個別指
導件数は例年と比較し
半数以下に減少した。
しかし、2022年度後半
より件数は増加傾向に
あり、新型コロナウイ
ルス感染症が 5類に移
行したことから、2023
年度は大幅に件数が増
えるものと思われる。

２．適時調査件数

・適時調査は主に病院
に対して立入調査を行
うものであるが、コ
ロナ禍の影響により
2020年度・2021年度は
異例ともいえる少ない
件数で推移した。しか
し、2022年度より適時
調査を再開、件数も大
幅に増加。2023年度は
例年どおりの件数にな
るものと思われる。

３．監査件数

・監査件数は、医科・
歯科・薬局いずれもほ
ぼ一定の件数で推移し
ている。コロナ禍の影
響はみられない。

４．返還金額

・2022年度の返還金額
は対前年比較で約28億�
７千万円減となってい
る。返還金額は、その
年度内に確定した返還
金額が公表されている
ため、指導・監査等の
実施年度と必ずしも一
致するものではない。
にもかかわらず返還金
額が減少したのは、コ
ロナ禍による指導・監

査等の実施件数が減ったことが主な要因と思われる。

◇　◇　◇
　2022年度の指定取消等の状況について、保険医療機関等は 18件、保
険医等は 14人となっている。保険医療機関等の指定取消処分の原因（不
正内容）は架空請求、付増請求、振替請求、二重請求など内容は多岐に
わたっている。また、これらは保険者、医療機関従事者、医療費通知に
基づく被保険者（患者）等からの情報提供が大半を占めている。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
早

４
年
が
経
過
し
た
。世
の
中
、

様
々
な
こ
と
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
昨
年
５
類
に
移
行

す
る
ま
で
は
、
す
れ
違
う
人

は
皆
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
あ

ら
ゆ
る
施
設
の
入
口
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
と
検
温
器
が

設
置
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
な
ど
が
提
唱
さ

れ
た
。
巷
で
は
自
粛
警
察
な

る
も
の
ま
で
出
て
き
て
い
た

よ
う
に
思
う
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
で
進
ん

だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
遠
方
で

な
か
な
か
聴
講
で
き
な
か
っ

た
講
演
会
な
ど
、
気
軽
に
リ

モ
ー
ト
で
参
加
す
る
機
会
が

増
え
た
こ
と
は
良
か
っ
た
こ

と
だ
と
思
う
。

　

個
人
的
に
は
、
志
村
け
ん

や
岡
江
久
美
子
が
死
去
し
た

衝
撃
度
は
大
き
か
っ
た
。
連

日
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
自
分
の

生
活
圏
で
発
生
す
る
陽
性
者

の
報
道
と
、
陽
性
者
の
数
時

間
単
位
で
の
病
態
の
急
変
。

仕
事
柄
、
有
病
者
や
高
齢
者

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
自

分
の
み
な
ら
ず
、
自
分
を
介

し
て
他
人
に
感
染
さ
せ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
緊
張
感
の
連
続
で

あ
っ
た
。

　

一
昨
年
の
夏
、
第
７
波
の

ピ
ー
ク
で
つ
い
に
感
染
し

た
。
起
床
と
と
も
に
39
・
４

度
の
高
熱
と
強
い
倦
怠
感
に

襲
わ
れ
、
冷
静
な
判
断
が
で

き
な
い
状
態
だ
っ
た
。
50
歳

を
過
ぎ
て
の
高
熱
は
、
三
途

の
川
が
見
え
て
く
る
。
発
熱

外
来
で
は
診
療
開
始
30
分
前

に
受
付
を
し
た
が
、
既
に
67

番
目
で
、
１
日
80
人
が
受
け

入
れ
上
限
と
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
医
療
提
供
体
制
は
か

な
り
逼
迫
し
て
い
た
。
ゾ
ー

ニ
ン
グ
さ
れ
た
待
合
に
は
30

～
40
人
程
度
待
機
し
て
い
た

が
、
ほ
ぼ
全
員
陽
性
者
と
思

わ
れ
る
中
を
、
事
務
員
が
問

診
票
の
回
収
と
保
険
証
の
確

認
で
回
っ
て
い
た
こ
と
に

は
、
た
だ
た
だ
感
服
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　

車
内
待
機
４
時
間
で
よ
う

や
く
自
分
の
順
番
が
回
っ
て

き
て
、
問
診
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
陽

性
の
告
知
と
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル�

ー
で
の
処
方
が
あ
り
、
自
宅

療
養
の
注
意
点
の
チ
ラ
シ
を

車
の
窓
越
し
に
手
渡
さ
れ
、

帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

受
診
は
一
日
が
か
り
で
、

高
熱
の
中
で
の
受
診
は
相
当

の
身
体
的
負
担
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
医
療
従

事
者
が
自
ら
感
染
す
る
か
も

し
れ
な
い
リ
ス
ク
を
負
い
な

が
ら
、
感
染
者
の
受
診
環
境

を
作
り
、
日
々
対
応
に
当
た�

っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。（
今
上
）

〈
12
月
〉

２
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

27
日　

第
9
回
理
事
会

〈
1
月
〉

13
日　

文
化
講
演
会

20
日　

�

開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー

25
日　

ウ
ェ
ブ
講
演
会

27
日　

よ
ろ
ず
ト
ー
ク

30
日　

第
10
回
理
事
会

■
第
９
回
理
事
会

日
時　

12
月
26
日（
火
）

場
所　

�

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

１
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

保
団
連
第
51
回
定
期
大
会

に
つ
い
て�

③�
事
務
局
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機

器
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て

④
そ
の
他

■
第
10
回
理
事
会

日
時　

1
月
30
日（
火
）

場
所　

�

本
会
会
議
室（
ウ
ェ

ブ
）

協
議
事
項

①�

２
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る

募
金
協
力
及
び
義
援
金
の

贈
呈
に
つ
い
て�

③�

第
12
回
代
議
員
総
会
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

④�

役
員
費
用
弁
償
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

松
田　

幹
人
先
生

10
月
25
日
ご
逝
去（
87
歳
）

平
田　

大
樹
先
生

11
月
27
日
ご
逝
去（
49
歳
）

熊
井　

惠
美
先
生

12
月
31
日
ご
逝
去（
70
歳
）

吉
田　

貴
宏
先
生

１
月
13
日
ご
逝
去（
67
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで  Tel  011- 231- 6281

■体裁
　A4判・約320ページ
■価格（税込・送料別）
　3,000円のところ

　会員価格　1,000円
■2月中旬　発刊予定
■本書の斡旋は会員及び
　会員所属医療機関のみに
　行っています。

コ
ロ
ナ
を
振
り
返
る

保
険
医
会
の
動
き

理
事
会
だ
よ
り

会

員

訃

報


